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基礎看護技術学内実習における発見学習方式の試み
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AnExperimentofthediscoverystudysystem
inbasicnursingtechniqueinintramuralpractice
-Helpofeatingandexcreting-
YoshikoNAKANISHI,MasukoKoNDO,ToshikoIKEDA,JunkoToKUNAGA
NobukoOⅠ,MakikoMAEDA,SetukoTAKATA
Thecontentofnursingeducationandtheeffectivewaysofstudyingnursinghavebeeninvestigated
byteachersofnursing.Therefore,inthelessonof"BasicNursingTechnique"didweexaminethe
educationalwayinwhichthestudents'Wiltostudynursingcanbeheightenedandthestudentsareable
toworkindependentlyandcreatively.Wefocusedontheeducationalwaywhichadoptedthediscovery
studysysteminthelessonsof"HelpofEating"and"HelpofExcreting".Fromtheviewpointofthe
students'intentiontostudyandtheirwork,theeffectofthiseducationalwaywasresearchedaccording
totheirself-appreciation.
Asaresllt,thefolowingfourpointsweremadeclearbytheintroductionofthediscoverystudy
system.(1)Thestudentscouldcooperatemoreeasilyinstudyingnursing.(2)Thestudents'interestin
nursingwasheightenedmorethanbefore,(3)Thestudentscouldenhancetheirwiltostudynursing
andworkindependently.(4)Theitemsof"SenseofPurpose"and"Ingenuity"Werelessevaluaoedthan
theotheritems.
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は じ め に
平成 2年度の教育カリキュラム改正に伴い看護
教育の教育内容や効果的な学習方法についての検
討がなされている｡本学における｢基礎看護技術｣
の授業においても,学生が学習意欲を高め,主体
的に創意工夫をしながら学習できる教育方法を検
討しているOそこで,従来のクラス全体に講義を
し,そのあとグループで実習させる集団授業方式
から,学生に主体性をもたせる為の発見学習方
式1)を試みとして一部の授業に取 り入れた｡今回,
食事の援助及び排雅の援助の授業展開に植村のい
う発見学習方式1ト 3)の一部を導入し,従来の集団
岡山大学医療技術短期大学部看護学科
学習方式の授業と比較した｡その結果を,学習に
対する学生の意識と行動の観点から学生の自己評
価をもとに考察したので報告する｡
研 究 方 法
対象は本学1年生73名で,対象とした単元は生
活の援助の中から食事の援助及び排泄の援助とし
た｡授業の展開は1単元に2回の授業で225分とし
た｡授業の進め方は,グループ学習とし,1グル
ープ4人で18グループに分けた｡教官は,3グル
ープを1人が担当し,全体発表後講評とまとめを
した｡授業全体の流れは図1に示す｡授業のオリ
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エンテ-ションと目標を明示した後は,グループ
学習と自由なディスカッションを中心にすすめた｡
学生に示した条件 としては,グルー70全点患者
役 ･看護婦役を体験する｡患者設定は自由とする｡
次に各グループでチェックリストを作成する｡そ
の後,既存のチェックリストを配布し,これを参
考に各グループで作成したチェックリストに修正
を加える｡最後にグループ別に学習過程をクラス
全体に発表する｡発表は,実技 ･ビデオ ･チェッ
クリストの提示等自由とした｡
発見学習方式を導入した授業展開に対する学生
の意識と行動の反応を,実習終了2日後に学生の
自己評価から質問紙法により調査した｡回収率は
84%であった｡質問は,従来の授業展開で実施し
た ｢血圧測定法｣との比較で回答させた｡評価項
目は表1に示す竹市らが用いた自主性 ･創造性 ･
社会性に関する9項目4),及び授業内容の理解の
深まりについて質問した｡評価は5段階評価とし,
｢どちらともいえない｣を3とし,｢非常によい｣
5,｢よい｣4,｢わるい｣2,｢非常にわるい｣1
とした｡また,この形式の授業展開に対する意見
を記述させた｡
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図1 授業の進め方
結 果
学生の意識と行動の反応を評価した結果は,自
どちらとも
非常によい よい いえない
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図2 発見学習方式実施後の学習意識･行動の学生自己評価
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表 1 自己評価項目
評 価 項 目
1.積極的に取り組んだ
2.興味 ･関心がもてた
3.日的意識がもてた
4.実習する楽しみを感じた
5.創意工夫ができた
6.自分自身の再発見ができた
7.協力して実習ができた
8.他人の意見を受け入れ自分
の意見を修正した
9.役割を自覚し実施できた
授業内容の理解が深まった
主性平均4.1,創造性4.0,社会性4.2でいずれもよ
い以上を示した｡また授業内容の理解の深まりも
4.2で同様によい以上の結果が得られた｡つぎに9
項目それぞれについて評価した結果を図2に示す｡
各項目の評価の平均値はいずれも高く,｢7.協力
して実習できた｣4.5｢2.興味 ･関心が持てた｣
4.3｢4.実習する楽しみを感じた｣4.2｢1.積
極的に取り組んだ｣4.2｢8.他人の意見を受け入
れ自分の意見を修正した｣4.1｢9.役割を自覚し
実施できた｣4.1｢5.創意工夫ができた｣4.1
｢3.日的意識が持てた｣3.9｢6.自分自身の再
発見ができた｣3.9の順であった｡5段階評価に占
める割合では,｢非常によい｣と評価した項目は,
社会性の ｢7.協力して実習ができた｣で全体の
60.7% で最も高く,自主性では｢1.積極的に取
り組んだ｣36.1%,創造性では｢4.実習する楽し
みを感じた｣36.1% がそれぞれの中で高い評価を
示したした項目であった｡また,｢非常によい｣の
評価が低かった項目は,自主性の ｢3.日的意識
が持てた｣で14.8% であった｡次に,｢どちらと
もいえない｣｢わるい｣｢非常にわるい｣の好まし
くない評価では,｢6.自分自身の再発見ができた｣
｢9.役割を自覚し実施できた｣｢8.他人の意見
を受け入れ自分の意見を修正した｣が20%を越え
た項目であった｡｢どちらともいえない｣がほとん
どを占めていた｡｢わるい｣の評価は5項目にわず
かにみられ,｢非常にわるい｣の評価は｢5.創意
工夫ができた｣の1項目にのみ1.6%みられた｡こ
の授業展開への今後の希望は,｢あったほうがよ
い｣が77%,｢どちらともいえない｣23%,｢ない
ほうがよい｣と答えた学生は0%であった｡また,
自由記載の意見では,ほぼ全員が ｢よい｣として
おり,その内多かったものは ｢新しい発見があっ
た｣9名,｢授業が印象深いものになり忘れがた
い｣･｢すごく身につく｣12名等があった｡また,
13名は本授業形式の欠点を指摘し,｢時間が足りな
かった｣3名,｢患者の設定が難しかった｣3名,
｢実習方法が理解しにくかった｣6名,｢意欲のな
いメンバーの存在がやる気をそぐ｣ 1名であった｡
考 察
基礎看護技術の中には,診療の介助のように特
殊な技術項目と,日常生活の体験が生かされる生
活の援助技術項目がある｡今回の発見学習方式の
試みは,学生が看護的視野から体験的発想をなし
うるのはないかと考え,生活の援助技術の単元か
ら選んだ｡その結果,自主性 ･創造性 ･社会性 ･
授業内容の理解の深まりにおいて平均4.2の高い
評価を示した｡これは,学生が発見学習方式を導
入することを好ましいと考えていることを示して
いるといえる｡学生の意識と行動の反応を自主
性 ･創造性 ･社会性からみると,差はわずかであ
るが社会性が高く創造性が低い値を示した｡これ
は,竹市らによる創造活動を通しての学生の態度
育成の研究結果4)に一致している｡
また,平均値の特に高い項目に注目すると学生
は,興味や関心をもちながらグループで協力して
学習ができ,積極的に楽しく実習をすすめること
ができたと考えられる｡
発見学習方式の利点の中には,理解力 ･問題解
決能力 ･創造力の育成,学習意欲の強化が挙げら
れている2)｡今回の結果では創意工夫 ･目的意識
は,平均値も ｢非常によい｣を占める割合も他に
比べてやや低い値を示した｡目的意識については,
学生は本授業形式の欠点として学習方法が理解し
にくかったと述べている｡このことは,初めての
試みであり授業の導入方法の不適切や事前の準備
不足が原因であると考えられる｡また,学生が設
定した条件は,視力障害 ･麻痔 ･肥満等の患者が
多かった｡今回対象とした学生が1年生であった
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ことから,他の専門科目の学習進度との関係を考
えると,設定患者についての知識と理解が不十分
であったことも影響していると思われる｡また,
創意工夫を育てる為には,思考を深める時間的余
裕が必要である5)｡今回1単元225分の授業とした
が,創意工夫に示した値がやや低かったこと,｢非
常にわるい｣と評価した学生が1名であるがいた
ことなどから, 1単元の授業展開に要した時間が
影響していると考えられる｡しかし,学生は,食
事の援助では教官が提供した材料以外にラーメン
やデザー トを持参したり,全体発表の為にビデオ
撮影をするなど短時間に意欲的な工夫がなされて
いた｡
次に,社会性は,他に比較して ｢非常によい｣
の評価が高く,協力して学習できたことを半数以
上の学生が強く感じたことがわかる｡学生は,従
来の講義中心の教育では,学生同士デイスかソシ
ョンしながら協力して学習する機会が少ない｡そ
こで,このような形式の授業がかえって印象深い
ものになったと考えられる｡好ましくないと評価
した項目は,従来の授業展開との間に差を認めな
かった学生が比較的多くいたことを示している｡
その中でも,自分自身の再発見は平均値が最も低
く,｢非常によい｣の割合も低い値を示した｡これ
は,短時間では達成が難しい項目であることを示
していると考えられる｡しかし,今回の授業形式
に対する肯定的な意見や,今後の実施希望が高い
ことから,学習に対する学生の意識は高まり,行
動においても積極的になったと考えられる｡
結 論
学生の主体的な学習活動を期待して,食事の援
助及び排池の援助の授業展開に発見学習方式の一
部を導入した結果,学生の自己評価から協力して
学習ができた｡学習に対する興味や関心が高まっ
た｡学習意欲を高め自主的に行動ができた｡目的
意識 ･創意工夫は,他の項目に比較して低かった｡
以上の4点が明らかとなった｡
今回は学生の自己評価を中心に報告した｡授業
内容の習得度については,客観テストを実施して
いるので,今後は,これらのデーターを基に,よ
り効果的な基礎看護技術の授業展開の方法を検討
していきたいと思うO
本稿の要旨は第3回日本看護学教育学会におい
て発表した｡
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